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第 2 四半期業績予想と実績値との差異並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2021 年 10 月 12 日に公表いたしました 2022 年 8 月期第 2 四半期累計期間の業績予想と、本日公表の実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、2021 年 10 月 12 日に公表した 2022 年 8 月期通期業績予想を、下記の通り修

正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 2022 年 8 月期第 2 四半期累計期間の業績予想と実績値との差異  

 

2022 年 8 月期第 2 四半期(累計)連結業績予想数値と実績値との差異（2021 年 9 月 1 日～2022 年 2 月 28 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 

四半期純損益 

1 株当たり 
四半期純損益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 2,350 160 149 146 6.69 

実績値(B) 1,592 1 21 △ 75 △3.51 

増減額(B-A) △758 △159 △128 △221 - 

増減率(%) △ 32.3 △ 99.4 △ 85.9 - - 

(ご参考)前期第 2 四半期実績 
(2021 年 8 月期第 2 四半期) 

5,792 1,068 1,051 725 33.12 

 

2022 年 8 月期第 2 四半期(累計)個別業績予想数値と実績値との差異（2021 年 9 月 1 日～2022 年 2 月 28 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純損益 

1 株当たり 
四半期純損益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 2,322 169 158 156 7.13 

実績値(B) 1,556 △ 10 11 △85 △3.97 

増減額(B-A) △766 △179 △147 △241 - 

増減率(%) △ 33.0 - △ 93.0 - - 

(ご参考)前期第2四半期実績 
(2021 年 8 月期第 2 四半期) 

5,763 1,049 1,031 714 32.59 

 

業績予想と実績値との差異の理由 

電装品、機械部品、加工品等の部品の長納期化により、国内向け FA 装置案件で売上計上時期が後ろ倒しにな

ったこと、顧客工場がフル稼働状態で現地作業スケジュールが変更になったこと等が主な要因となり、売上高

が期初の予想を下回りました。利益面では、期初予想と同水準の利益率は確保したものの、減収に伴う減益、繰



延税金資産の取り崩しにより、営業利益、経常利益が期初予想を下回り、当期純損失を計上しました。 

 なお、連結業績及び個別業績とも同一の理由によるものであります。 

 

2. 通期業績予想の修正 

 

2022 年 8 月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年 9 月 1 日～2022 年 8 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 5,775 661 646 641 29.27 

今回修正予想(B) 4,454 368 387 165 7.66 

増減額(B-A) △1,321 △293 △259 △476 - 

増減率(%) △ 22.9 △ 44.3 △40.1 △ 74.3 - 

(ご参考)前期実績 
(2021 年 8 月期) 

7,823 1,172 1,151 778 35.54 

 

2022 年 8 月期通期個別業績予想数値の修正（2021 年 9 月 1 日～2022 年 8 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 5,711 683 668 663 30.26 

今回修正予想(B) 4,373 383 403 182 8.44 

増減額(B-A) △1,338 △300 △265 △481 - 

増減率(%) △ 23.4 △ 43.9 △39.7 △72.5 - 

(ご参考)前期実績 
(2021 年 8 月期) 

7,740 1,142 1,125 762 34.82 

 

修正の理由 

期中受注・期中売上の予定だった案件の一部で受注時期がずれたこと、また受注した案件も部品の長納期化

の影響でリードタイムが長くなったことから、通期の売上高が期初予想を下回る見込みです。利益面では、通

期の減収に伴う減益と繰延税金資産の取り崩しにより、期初予想を下回る見込みです。 

なお、連結業績及び個別業績とも同一の理由によるものであります。 

 

（注）１．上記予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年 3 月 31 日）等を第 1 四半期連結会計

期間の期首から適用しており、2021 年 8 月期に係る各数値については、当該会計基準等を遡って適

用した後の数値となっております。 

以上 


